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 ではなぜ、フィリピンに韓国企業が進出するようになったのであろうか。フィリピンは、およそ 400 年近くも、ス
【１】
















 そもそも、本研究は次のような経緯から取り組み始めたものである。筆者が学部生の頃、1993 年８月から 10 月に
かけて、フィリピンにおける韓国企業の進出について調査をおこなった。 
 当時は、韓国企業 31 社を訪ねた。カビテ輸出加工区、バタアン輸出加工区、ラグナ国際工業団地を訪ね、コリア
ン経営者 31 人（男性 30 人、女性１人）およびフィリピン人生産現場労働者、事務職員、幹部職員、計 124 人（男性




 その後、1995 年から 1996 年にかけて、修士論文において、韓国進出企業の経営実態について調査をおこなった。
これは、フィリピンにおける年間売上金額上位 7000 社にランクされた、韓国企業 83 社および、商社、銀行など 13


















 調査対象としたフィリピンのコリアンは、思春期を韓国で過ごしてきた人々である。1930 年代から 1970 年代生ま







































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、フィリピンに在住するコリアンの間のジェンダー関係に着目して、グローバル化の中で同国に生活をす
るコリアン（著者は、これをコリアン・ディアスポラと呼ぶ）の間で、男性が主体の移動形態とそこから様々な社会
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組織が生成したことを分析するとともに、徐々にコリア・ディアスポラ社会内部の関係変化が現れ、その夫婦関係に
おいても変容のあることを解明した。前半では豊富な統計や現地調査によるデータを駆使し、後半では多数のコリア
ンヘの長時間に及ぶインタビューをもとに具体的な意識と行動を類型化した。多大な労力をかけた跡の見られる労作
である。とりわけ、ライフ・ストーリーからの分析という独自の研究スタイルを確立していることは高く評価できる。 
 しかし、以下のような問題点も指摘される。膨大な論文ということもあってか、全体を通じて冗長感が否めない。
鍵となるいくつかの概念の使い方に改善できる点がある。分析という観点からは論理性においてやや手薄である。類
型化についてもさらなる検討の余地を残している。 
 このような課題もあるが、著者が既にいくつかの研究業績を出していること、にもかかわらず本論文において新た
なる試みを行おうという意欲が強く伝わってくる。以上を考慮すると、今後の発展が十分に期待できるという意味で
も本論文は博士号を授与する水準に達しているものと判断される。 
